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1. ここにあげたドレスは諸井彩 子夫人が夫君六郎氏

ドイツ在任中に注文依頼されたもので1910 年前後の製作

とみられる。 これは服装史上，貴重な資料であるこ とは

疑いなく，技術史的な考察をほどこし て現代の服飾デザ

イン縫製に参考とす べき点を研究してみたい と思 う。

2. ドレス…紫色 うす地 リバテ ィサテン, s 字形カ ー

ブのシルエ ット，ループ飾 り

帽　子…黒ビロ ―ド，オーストレ ッチの羽飾 り，

クラ ウンは浅くブリムは幅広く平な キャ

プリンヌ型

靴　下…ベイジ ュ，絹メリヤス編模様入 り

靴　‥｡ベイ ジュ，パンプ ス型ノヽイヒ ール，ビ ー

ズしし ゅう飾 り

これ ら一揃いの洋装，こ の種 の洋装は明治末年 の貴婦

人 の写真に よくみ受け られ る。

3.　この ドレス の技術的研究に より，スタイル の構成，

裁断 の妙味，縫製 の詳細に ゆき とどい た点，困難 な仕 立

等は，被服 デザイ ンや被服工作上 に示唆 を与 えることが

多分で，今 日の服装 技術 の礎石 をなし た。貴重 な服 装を

調査研究し て，衣生 活水 準の上昇 をみる現代の服装に一

層 の活用 が肝 要であ ると思 われる。


